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　　　基本姿勢
　人口減少下で過疎・高齢化が進む中では、
近い将来において日常生活サービスや産業
活力、地域支えあい、社会保障などの機能
の低下が予測されるため、各分野が連関し
ながら新しい活力を生み出し、これまでと
は異なる形で地域を再生していくことが命
題となります。
　そこで新年度は、「中長期的な地域経営
の視点に立った改革」を実現するために、
組織体制を整備し、横断的に検討・調整を
進めながら、市民をはじめ産学官連携によ
り地域の再生に向けて大きく前進する年と
したいと考えています。

　　　はじめに
　近代日本の幕開けとなった明治維新から 150 年、今や成熟
社会にある日本は、緊迫する北朝鮮情勢や急速に進む少子高齢
化をはじめ、正に「国難」とも呼べる危機に直面しているとの
認識に立ち、社会構造自体の大きな変革を余儀なくされる状況
にあります。人口構造の変化に加え、人工知能（AI）や IoT な
どの技術革新による社会生活の変化など、人口減少の中での日
本社会のあり方が大きく移り変わろうとしています。
　安倍内閣では、少子高齢化社会への対応を最大の課題として、

「人生 100 年時代」を見据えた「一億総活躍社会」を創り上げ
るために「生産性革命」と「人づくり革命」を柱に掲げ、経済
社会システムの大改革に挑戦するとしています。
　そのために、子育てや介護の不安に向き合い「全世代型」の
社会保障制度へと大きく改革し、「いくつになっても、誰にでも、
学び直しとチャレンジの機会がある社会を創る」ために「働き
方改革」を断行するなど、未来を見据えた新たな国創りに向け
て動き出しています。
　また、維新の原動となった鹿児島では、NHK 大河ドラマを
はじめ明治維新 150 周年記念事業や 2020 年かごしま国体の
開催を契機としながら、長期計画となる「新たな県政ビジョン」
がスタートします。基本方向となる 12 の柱に加え「鹿児島の
ウェルネス」をキーワードとした横断的な施策の展開により、

「鹿児島に生まれてよかった。鹿児島に住んでよかった。」と実
感できる鹿児島をめざして、新たな時代を切り拓いていくとし
ています。
　このような社会情勢のもと、伊佐市もまた市制施行 10 周年
という一つの節目を迎えることになります。
　これまでの 10 年は、「ひとつのまちを形成」していくこと
に重点を置き、急激な変化を避けるかたちでの市政運営であっ
たと振り返ることができます。
　これからの 10 年は、伊佐市という「ひとつのまちとしての
選択」を行いながら、将来を見据えたまちづくりを主眼とし、

「オール伊佐」で迫りくる大きな変革の波に対応していかなけ
ればなりません。

　

縮
小
社
会
に
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
一
律
的
で
は
な
く
、
効
率
的
で

実
効
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
へ
と
切
換

え
な
が
ら
、
持
続
性
と
安
全
性
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
は
、
行
政
や
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
は
な
く
、
自
治
組
織
や
各
種
団

体
な
ど
の
「
自
助
・
共
助
・
協
働
」

に
よ
る
取
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
多
岐
に
わ
た
り
活
動
さ
れ

　
　
　

実
効
性
の
高
い
安
全
・
安

　
　
　

心
な
ま
ち
づ
く
り

６つの重点施策

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る

課
題
を
主
体
的
に
解
決
し
て
い
く

「
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
取
組
み
」
を

促
進
す
べ
く
行
政
も
可
能
な
限
り

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
地
域
内
外

と
の
交
流
促
進
や
、
空
き
家
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
、
日
常
生
活
サ
ー

ビ
ス
支
援
、
移
住
者
の
受
入
れ
環
境

づ
く
り
な
ど
地
域
独
自
の
新
し
い
動

き
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

❖
医
療
・
介
護
・
福
祉

　

地
域
医
療
体
制
の
確
保
や
高
齢
者

を
支
え
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
・
推
進
」
を
図
る
と
と
も

に
、
子
育
て
や
障
が
い
者
の
支
援
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
行
政
が
調
整

役
と
し
て
関
係
機
関
や
地
域
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
支
援
体
制
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

❖
高
齢
者
支
援

　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
８
次
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険

計
画
で
は
、
７
つ
の
重
点
施
策
を
展

開
し
な
が
ら
、
認
知
症
対
策
や
介
護

予
防
活
動
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

充
実
な
ど
に
よ
り
自
立
支
援
や
重
度

化
防
止
を
図
り
ま
す
。

①

施政方針
平成30年度

第１回伊佐市議会で隈元市長が施政方針を発表
※紙面の都合により要約したものを掲載します。
　「平成 30 年度施政方針」の全文は、市ホームページをご覧ください。
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❖
医
療
保
険
制
度

　

国
民
健
康
保
険
の
新
制
度
移
行
に

伴
い
県
が
新
た
に
保
険
者
に
加
わ
り
、

こ
れ
ま
で
の
慢
性
的
な
赤
字
体
質
か

ら
脱
却
す
べ
く
改
善
努
力
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
医
療
費
分

析
を
行
い
な
が
ら
各
種
予
防
対
策
を

講
じ
る
一
方
、
保
険
税
の
段
階
的
な

見
直
し
に
着
手
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

予
防
対
策
で
は
、特
に
「
脳
卒
中
」 

や
「
糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓
病
の
重
症

化
」
に
つ
い
て
国
保
事
業
と
も
関
連

付
け
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

❖
市
民
の
健
康
づ
く
り

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
加
え
、「
ポ
イ

ン
ト
ア
ッ
プ
事
業
」
の
充
実
を
図
り
、

特
定
健
診
や
各
種
保
健
指
導
と
併
せ

て
セ
ル
フ
ケ
ア
の
習
慣
化
を
促
進
し

て
い
き
ま
す
。

❖
子
育
て
支
援

　

新
た
に
「
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
」
に
よ
る
新
生
児
の
聴
覚
障
が

い
の
早
期
発
見
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
乳
幼
児
医
療
費
に
係
る
制
度
変

更
に
も
県
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
産
科
や
小
児

科
等
と
の
連
携
、「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
通
じ
た
保
護
者
支

援
や
教
職
員
、
保
育
士
、
福
祉
関
係

者
等
の
支
援
力
ア
ッ
プ
の
研
修
、
市

民
参
加
型
の
保
護
者
支
援
で
あ
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
」
な
ど
引
き
続
き
円
滑
な
支
援

体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

❖
環
境
衛
生

　

落
成
を
目
前
に
控
え
た
新
衛
生
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
処
理

施
設
の
安
定
稼
働
に
努
め
、
増
加
す

る
空
き
家
対
策
や
不
法
投
棄
対
策
な

ど
安
全
か
つ
衛
生
的
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

❖
災
害
対
応

　

地
域
や
消
防
団
と
連
携
し
な
が
ら

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
更
新
な
ど
を
進
め
な

が
ら
効
果
的
な
情
報
伝
達
の
手
段
を

研
究
し
ま
す
。

❖
被
災
地
支
援

　

職
員
を
派
遣
し
て
い
る
南
三
陸
町

や
甲
佐
町
に
つ
い
て
は
、
弛た

ゆ

ま
ぬ
努

力
に
よ
り
復
興
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

に
入
っ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

復
興
支
援
と
職
員
研
鑽さ

ん

と
し
て
引
き

続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

❖
公
共
施
設

　

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の
全
て

を
更
新
し
て
い
く
こ
と
は
現
実
的
に

不
可
能
で
あ
る
た
め
、
統
廃
合
や
複

合
化
を
伴
う
公
共
施
設
の
再
配
置
に

向
け
て
、
施
設
の
現
況
調
査
や
耐
震

診
断
な
ど
の
デ
ー
タ
整
備
を
行
い
な

が
ら
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

構
築
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
現
在
２
か
所
あ
る
庁
舎
は
、

非
効
率
な
面
が
多
く
、
老
朽
度
合
い

や
財
源
の
問
題
な
ど
か
ら
も
、
新
年

度
中
に
は
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
方

針
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
策
と
し
て
人
口
減
少
や
高
齢
化

を
前
提
と
し
た
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
大
き
な
改
革
を
実
行
す
る
と
し

て
い
る
折
、
地
方
は
さ
ら
に
そ
の
先

を
行
く
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

特
に
後
継
者
問
題
や
日
常
生
活
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
な
ど
が
よ
り
深
刻
化
し

て
く
る
た
め
、
女
性
や
高
齢
者
、
移

住
者
な
ど
の
多
様
な
方
々
の
社
会
参

画
を
促
し
な
が
ら
、
既
存
と
は
異
な

る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
を
ど

の
よ
う
に
生
み
出
し
て
い
く
か
が
産

業
面
に
お
い
て
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
未
来
へ
の
投
資
と
な
る

べ
く
、
成
長
性
を
重
視
し
た
産
業
政

策
へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、
若

手
経
営
者
の
育
成
に
よ
る
事
業
拡
大

や
、業
種
転
換
に
よ
る
創
業
、ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
な
ど
を
積
極
的

に
支
援
し
ま
す
。

❖
農
林
業

　

国
が
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
の
交
渉

妥
結
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
早
期
発
効
を
め
ざ
す

中
で
、
米
の
生
産
調
整
見
直
し
が
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
生
産
者
や
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
一
丸

と
な
っ
て
大
き
な
変
革
の
波
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
地
の
集
積
・
集
約
や
新
規
就
農

支
援
を
進
め
な
が
ら
、
集
落
営
農
や

法
人
化
、
規
模
拡
大
、
経
営
の
多
角

化
な
ど
に
よ
り
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
品
質
や
生
産
性
の

向
上
、
新
規
作
物
の
研
究
、
新
規
需

要
の
開
拓
な
ど
、
国
県
事
業
も
活
用

し
な
が
ら
、
産
学
官
連
携
に
よ
り
取

り
組
み
ま
す
。

　

畜
産
で
は
、
伊
佐
地
区
肉
用
牛
連

絡
協
議
会
を
中
心
と
し
た
肉
用
牛
振

興
の
体
制
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
子

牛
取
引
価
格
全
国
１
位
を
目
標
に
品

質
の
向
上
や
規
模
拡
大
、
高
齢
農
家

へ
の
飼
育
支
援
な
ど
を
推
進
し
、
畜

産
農
家
の
経
営
の
安
定
・
向
上
に
努

め
ま
す
。

　

水
利
施
設
な
ど
の
農
業
生
産
基
盤

に
つ
い
て
は
、
劣
化
状
況
や
利
用
状

況
な
ど
に
よ
り
優
先
度
を
判
断
し
な

が
ら
、
長
寿
命
化
の
た
め
の
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
、
県
と
の
連
携
の

も
と
計
画
的
に
事
業
導
入
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
経
営
計

画
に
基
づ
き
計
画
的
な
間
伐
や
育
林

に
取
り
組
み
つ
つ
、
施
業
の
集
約
化

や
路
網
整
備
に
よ
り
生
産
性
・
収
益

性
の
高
い
林
業
経
営
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
人
工
林
伐
採
地
へ
の
再
造

林
を
強
化
し
、
森
林
の
多
面
的
機
能

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
林
資
源
等
の
特
用
林
産

物
の
付
加
価
値
の
向
上
や
、
鳥
獣
害

対
策
で
は
侵
入
防
止
柵
の
設
置
や
捕

獲
体
制
を
確
保
し
な
が
ら
、
処
理
施

設
の
有
効
活
用
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

❖
商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス

　

県
や
ふ
る
さ
と
会
、
立
地
企
業
等

と
の
連
携
を
密
に
し
、
事
業
拡
大
や

企
業
誘
致
に
よ
る「
働
く
場
の
確
保
」

に
努
め
、
異
業
種
連
携
に
よ
る
新
た

な
事
業
展
開
の
創
出
や
、
企
業
ガ
イ

ダ
ン
ス
等
を
通
じ
て
地
域
や
学
校
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
経
済
の
循
環
」
を

促
進
す
る
た
め
に
屋
台
村
イ
ベ
ン
ト

支
援
や
ス
タ
ン
プ
会
商
品
券
の
活
用

を
継
続
し
な
が
ら
、
起
業
・
創
業
や

新
た
な
業
種
へ
の
挑
戦
な
ど
へ
の
支

援
を
拡
充
し
、
商
店
街
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　
　
　

や
る
気
と
成
長
性
を
支
援

　
　
　

す
る
産
業
政
策

②
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人
口
減
少
下
で
「
ま
ち
の
活
力
」

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
交
流
人
口

に
加
え
、
伊
佐
の
フ
ァ
ン
や
応
援
団

と
も
い
え
る
関
係
人
口
の
増
加
に
も

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
や
都
市
部
と
の
交
流
な
ど

の
展
開
を
工
夫
し
、
関
係
人
口
の
拡

幅
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
外
か
ら
の

経
済
波
及
の
た
め
に
も
、
地
域
や
企

業
、
関
係
団
体
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
と
一

体
と
な
り
、
魅
力
的
な
食
や
特
産
品
、

交
流
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
や
商

品
開
発
な
ど
に
よ
る
「
地
元
で
稼
げ

る
」
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
特

に
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
基
本
と
な
る「
食
」

に
よ
る
心
と
体
に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ

ス
や
産
品
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
、
引

き
続
き
連
携
を
図
り
な
が
ら
交
流
人

口
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
移
住
・
定
住
施
策
は
、

地
理
的
要
因
や
働
き
口
の
問
題
な
ど

か
ら
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
退
職
後
の
Ⅰ
タ

ー
ン
者
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
京
一
極
集
中
が
続
く

中
に
あ
っ
て
も
、
都
市
生
活
に
満
足

し
て
い
な
い
若
者
な
ど
も
数
多
く
存

在
し
、
心
の
豊
か
さ
や
自
己
実
現
を

求
め
て
地
方
へ
移
住
す
る
動
き
が
全

国
的
に
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

伊
佐
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、

交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増
や
し
な

が
ら
、
移
住
し
、
地
域
で
活
躍
し
や

す
い
受
入
れ
環
境
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
れ
る
か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
先
輩
移
住
者

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
力
を

借
り
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
形
の「
伊

佐
で
の
暮
ら
し
方
」
を
提
案
・
発
信

し
、
地
域
と
移
住
者
の
双
方
が
望
む

移
住
の
あ
り
方
を
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
の
住
み
替
え
や
移

住
者
の
誘
致
に
よ
り
集
落
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
各
集
落
の
主
体
的

な
受
入
態
勢
づ
く
り
を
促
し
な
が
ら
、

空
き
家
・
空
き
店
舗
バ
ン
ク
の
ほ
か
、

移
住
や
住
み
替
え
に
際
し
て
の
空
き

家
の
増
改
築
や
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
な
ど

の
支
援
策
も
充
実
し
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
５
年
間
の
指
針
と
な

る
「
伊
佐
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の

後
期
計
画
」
で
は
、
引
き
続
き
「
伊

佐
の
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
推
進
す
る

た
め
に
「
地
域
と
学
び
、
未
来
に
生

か
す
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
と
、「
伊

佐
ら
し
い
教
育
、
文
化
の
創
造
」
を

掲
げ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
企
業
等
と
の
連
携
の
も
と

に
着
実
な
計
画
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
積
極
的
に
活
用
し
、
確
か
な
学
力

の
定
着
と
知
識
技
能
の
活
用
を
図
り
、

小
学
校
の
英
語
教
育
早
期
化
へ
の
対

応
や
、
小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
年
間

を
通
し
た
交
流
な
ど
を
推
進
し
、
一

方
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
輪
を
広
げ
な
が
ら
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

山
坂
達
者
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

め
ざ
し
て
、
体
力
、
気
力
の
充
実
を

図
り
、「
郷
土
の
発
展
に
尽
力
し
た

人
々
」
の
発
行
な
ど
特
色
あ
る
「
伊

佐
の
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
進
め
ま
す
。

　

教
育
施
設
関
係
で
は
、
各
施
設
の

状
態
を
把
握
し
な
が
ら
、
具
体
的
な

個
別
施
設
計
画
を
平
成
32
年
度
ま
で

に
策
定
し
、
施
設
の
再
編
や
長
寿
命

化
を
図
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
元
高
校
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
中
高
連
携
を
図

り
、
市
の
独
自
事
業
を
通
じ
て
各
校

の
魅
力
化
の
取
組
み
を
支
援
し
、
ま

た
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
も
議
会

や
関
係
団
体
と
と
も
に
積
極
的
な
誘

致
活
動
を
行
う
な
ど
、
地
元
の
学
校

に
地
元
の
子
ど
も
が
通
い
、
地
域
と

共
に
活
動
し
な
が
ら
育
つ
環
境
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
明
る
く
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
伊
佐

さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
継
続

し
て
実
施
し
、
異
年
齢
交
流
で
の
体

験
活
動
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
育

成
、
生
涯
学
習
講
座
の
充
実
な
ど
を

地
域
と
と
も
に
展
開
し
、
生
涯
現
役

と
し
て
地
域
社
会
に
役
立
つ
学
び
を

推
進
し
ま
す
。

　

文
化
の
振
興
と
し
て
は
、
地
域
に

あ
る
文
化
財
や
郷
土
芸
能
な
ど
を
価

値
あ
る
も
の
と
し
て
伝
承
し
、
良
質

の
文
化
芸
術
の
提
供
と
市
民
の
自
主

的
な
文
化
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
な

が
ら
、
特
に
市
制
10
周
年
記
念
文
化

事
業
や
子
ど
も
の
意
欲
的
な
文
化
活

動
を
通
し
て
、
更
な
る
伊
佐
の
文
化

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

主
体
的
な
健
康
づ
く
り
に
加
え
、

仲
間
づ
く
り
や
自
己
実
現
の
場
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
の

認
識
に
立
ち
、
地
方
創
生
の
一
つ
に

「
健
幸
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」

を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
・

障
が
い
者
ま
で
、
年
齢
や
身
体
状
況

に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会

を
増
や
し
、
市
体
育
協
会
を
は
じ
め
、

地
域
や
関
係
部
署
と
協
力
し
て
市
民

が
自
発
的
に
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
各
種
競
技

団
体
と
連
携
し
、
選
手
の
底
辺
拡
大

や
技
術
力
向
上
に
努
め
、
特
に
カ

ヌ
ー
競
技
に
つ
い
て
は
、
新
艇
庫
を

有
効
活
用
し
、
体
力
強
化
や
各
種
研

修
を
通
し
て
地
元
選
手
の
育
成
・
強

化
を
図
り
、
来
た
る
全
国
高
校
総
体

や
か
ご
し
ま
国
体
を
成
功
に
導
く
よ

う
一
体
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

　
　
　

地
域
に
密
着
し
た
移
住
・

　
　
　

定
住
の
推
進

③

　
　
　

魅
力
あ
る
地
域
教
育
・
地

　
　
　

元
進
学
の
環
境
づ
く
り

④

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活

　
　
　

性
化
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ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
要
因
と
な
り
、

全
国
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
振
興
へ
の
取
組
み
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
本
市
で
も
国
体
等
の
開
催
を

契
機
に
、
リ
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
先
導

と
し
て
地
元
に
あ
る
人
材
や
環
境
を

活
か
し
た
合
宿
誘
致
、
体
験
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
よ
る
地
域
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
な
ど
と
連
携

し
、
魅
力
的
な
受
入
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
・
情
報
発
信
を
工
夫
し
な
が
ら
、

受
入
態
勢
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
後
は
「
ひ
と
つ
の
ま
ち
と
し
て

の
選
択
」
を
行
い
な
が
ら
、
社
会
の

大
き
な
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
将
来

を
見
据
え
た
行
政
運
営
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
事
業
評
価
の
も
と

事
業
の
見
直
し
・
改
善
を
図
り
な
が

ら
、
実
施
計
画
や
財
政
計
画
の
精
度

を
高
め
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
行
政
業
務
の
改
革
で
は
専
門
部
署

の
設
置
に
よ
り
重
点
化
を
図
り
、
中

長
期
的
な
経
営
展
望
を
具
体
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

特
に
今
後
の
行
財
政
運
営
に
大
き

く
影
響
す
る
公
共
施
設
の
維
持
管

理
・
更
新
に
関
し
て
は
、
各
分
野
の

個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、

デ
ー
タ
管
理
方
法
を
研
究
す
る
な
ど

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
を

　　　最後に
　新年度の一般会計の当初予算総
額は、前年度比較で約 25 億円の減
少となる 153 億円を計上しました。
過去の予算額の推移をみると、合併
後 139 億円でスタートし、毎年徐々
に上昇しながら、前年度の 178 億
円まで右肩上がりに増加してきまし
た。近年の予算規模拡大の主な要因
であった新衛生センターや市営住宅
の建設などが終了しますので、新年
度は、人口や地方交付税の減少を考
慮すると、少しでも合併当初の予算
規模に近づけなければ、今後の持続
的な行政運営は難しくなるという自
覚のうえに立って予算編成を行いま
した。
　一方、地方債残高の推移は、平成
21 年度の 147 億円から徐々に減少
し、平成 25 年度の 132 億円を下
限に再び増加に転じ、平成 29 年度
には 168 億円まで積み上がります。
新年度を 165 億円と試算しました
ので、地方債残高が当初予算総額を
上回る状況となります。
　中長期の財政運営には、予算額と
地方債残高の他に、基金残高とりわ
け財政調整基金残高が重要になり
ます。合併後 29 億円でスタートし、
優遇策を各事業に取り入れながら、
不要不急なものを見直し、将来の大

施政方針平成30年度

きな事業を考慮して基金積立に努
力した結果、平成 27 年度 64 億
円の残高となりました。しかしな
がら、その後徐々に取り崩して新
年度は 54 億円まで減少する見込
みです。
　過去の数字やデータは客観的な
事実として状況を表わしますので、
これを正しく分析しながら行政経
営を行わなければなりません。
　フランスの作家ポール・ヴァレ
リーの「湖に浮かべたボートを漕
ぐように、人は後ろ向きに未来へ
入っていく。目に映るのは過去の
風景ばかり、明日の景色は誰も知
らない。」という言葉に出会った
ことがあります。「なるほど、そ
うだなぁ～」と思いながら、改め
て 10 年を振り返ると、県民体育
大会伊佐大会や映画「半次郎」の
撮影から始まり、合併５周年記念
事業や新曽木大橋の開通などさま
ざまな出来事が思い出されます。
　また、海音寺潮五郎先生没後
40 年記念にて加来耕三先生の講
演を拝聴し、「立ち止まって歴史
を考えてみる」ということの大切
さを実感しました。
　そして今、大河ドラマ「西郷ど
ん」が明治維新の意味をもう一度

図
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
再
編
の
足

掛
か
り
と
も
な
る
庁
舎
に
つ
い
て
新

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
中
心
に
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
業
務
の
改
革
は
、
新
庁
舎
建

設
の
動
向
が
大
き
く
関
わ
り
ま
す
が
、

事
務
効
率
化
や
民
間
活
力
の
導
入
な

ど
の
具
体
化
を
検
討
し
、
人
員
体
制

や
研
修
シ
ス
テ
ム
も
含
め
た
改
革
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
着
手
し
ま

す
。

　

以
上
、「
６
つ
の
重
点
施
策
」
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
こ
の
他
、
市
制
施
行
10

周
年
と
し
て
、
式
典
や
各
種
催
し
、

市
民
提
案
に
よ
る
自
主
事
業
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
記
念
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
伊
佐
市
の
活
性
化

に
向
け
て
、
大
学
と
の
連
携
や
民
間

と
の
共
同
事
業
な
ど
、
新
た
な
連
携

の
形
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

考える機会になっています。私たち
は現在から過去を見ているので、そ
の結果を基に判断し、時には飛躍し
て行き過ぎた論評をしてしまいがち
です。その時代の当事者は、さまざ
まな境遇にあって各々が複雑な思い
を抱え、誰もが未来を信じて一所懸
命に生きていたはずです。
　ポール・ヴァレリーの言葉を紹介
しましたが、同じボートでもカヌー
やドラゴンボートならば逆のことが
言えるのではないかと気づきます。
すなわちそれらは前を向いて漕いで
います。私たち伊佐市も前を向いて
漕いでいかなければなりません。数
字としての過去のデータをしっかり
理解し、時には立ち止まって振り返
り、そして見える風景は必ず現在と
未来を念頭に漕いでいきたい。
　冒頭でも申し上げましたが、将来
を見据えたまちづくりを主眼とし、

「オール伊佐」で迫りくる大きな変
革の波に対応していかなければなり
ません。
　西郷隆盛の名言の一節である『己
を尽くして人を咎

とが

めず。我が誠の足
らざるを常にたずぬるべし。』をい
つも心に問いながら市政運営に尽く
していきます。皆さまのご理解とご
協力をよろしくお願いします。

　
　
　

中
期
的
な
経
営
計
画
の
再

　
　
　

構
築

⑥
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■事業主体：伊佐市
■施設名称：伊佐市衛生センターきらり館
■所在地：鹿児島県伊佐市大口曽木 4340 番地
■敷地面積：13,182.27 ㎡
■建築面積：◎処理棟／ 1,717.63 ㎡
　　　　　　◎計量棟／　       84.00 ㎡
　　　　　　◎車庫棟／         112.00 ㎡
■延床面積：◎処理棟／ 4,151.62 ㎡
　　　　　　◎計量棟／　       84.00 ㎡
　　　　　　◎車庫棟／         112.00 ㎡
■処理能力：78KL ／日
　　　　　　◎し　　　尿　27KL/ 日
　　　　　　◎浄化槽汚泥　51KL/ 日
　　　　　　（その他の有機性廃棄物 1KL/ 日を含む）
■処理方式：水処理／浄化槽汚泥の混入比率の高い
　　　　　　　　　　脱窒素処置方式＋高度処理
　　　　　　資源化／助燃剤化
■工　　期：平成 27 年６月 11 日～平成 30 年３月 31 日
　　　　　　（３か年事業）

　平成 29 年 9 月 1 日～ 10 月 10 日に愛称
を募集し、次の方々が受賞されました。
　 最優秀賞　森優晴さん（羽月小学校６年）
　 最優秀賞　壹岐あい子さん（鹿児島市）
　 優 秀 賞　南理恵さん（春村）

施設の特徴

無色透明できれいな処理水質

資源化物の有効利用

環境にやさしい施設

◎美しい水環境を守るために、処理水質にはとくに配慮して
　います。処理方式は「浄化槽汚泥の混入比率の高い脱窒素
　処理方式＋高度処理」を採用しています。
◎ 24 時間連続で処理水質を監視し、環境保全に貢献します。
◎安全・安心な処理を行うため、各設備は自動制御されており、
　運転データを自動で収集・記録します。また、中央監視室
　で全ての設備を集中監視しています。

◎し尿浄化槽汚泥は、処理工程から発生する余剰汚泥ととも
　に、脱水機により含水率 70％以下に脱水され、助燃剤と
　して有効利用されます。

◎処理工程で発生する臭気は、生物脱臭方式、活性炭吸着方
　式を組み合わせることで万全な臭気対策を行っています。
◎外観は周辺環境に調和する意匠・配色を施し、田園風景と
　歴史的な建造物を有する伊佐市をイメージした施設です。

始動
　昭和 39 年、旧大口市に建設され、昭和 45 年には旧菱刈町との共同処理となった
衛生センター。施設の老朽化と浄化槽汚泥の増加に対応するため、平成 21 年から
新施設の建設準備に取り掛かり、９年の歳月をかけて新衛生センター「きらり館」
が完成しました。
　きらり館は４月１日から運営を開始します。

施設配置図

処理棟
計量棟

洗車場
車庫棟 稀少性植物保護エリア

施設概要

 

き
ら
り
館

「

」

決
定

に

！
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収集されたし尿と浄化槽汚泥に含まれる紙・布などの混入物を細かく破砕・切断し、中継槽へ移送します。
また、収集車の出入りの際には、臭気捕集ダクトで強制吸引するので、臭気は外に漏れません。

受入設備から移送されたし尿と浄化槽汚泥
は、主処理設備で発生する余剰汚泥とともに
濃縮装置や高効率脱水機で低含水率に脱水
され、助燃剤として有効利用されます。分離
液は貯留設備へ移送されます。

主処理工程で処理できなかった COD、色度成
分などを高度な処理法でさらに浄化します。

中央監視装置で、受入から
放流までの各機器の運転状
況について監視しています。

各工程の水質の分析を行い、
処理状況の確認を行ってい
ます。

施設で発生する臭気
は、吸引・捕集して、
外部はもちろん場内
にも拡散しないよう
にしています。捕集
された臭気は臭いの
強さに合わせて、生
物脱臭、活性炭処理
を組み合わせて効率
的に処理を行い、外
気に排出しています。

受入設備

資源化・汚泥処理設備

高度処理設備・処理水再生利用設備 中央監視室 水質試験室

脱臭設備

■受入室■計量棟

■高効率脱水機 ■高・中濃度臭気生物脱臭塔

■砂ろ過塔・活性炭吸着塔

■ポンプ室

伊佐市衛生センター

「きらり館」
主要設備
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■自閉症の理解のために
　自閉症の人々は、その特徴の影響で周囲から誤解されたり、理解されずに孤立したりすることがあり
ます。周囲の人が自閉症の特徴について知ることで、余計な誤解が少なくなり、お互いに心地良く豊か
な交流ができるようになっていきます。今回の啓発デーや啓発週間を機に、関連書籍など読んでみては
いかがでしょうか。
＊書籍の紹介＊
沖田×華『毎日やらかしてます。アスペルガーで、漫画家で』　2012 年  ぶんか社

兼田絢未『マンガ版　親子アスペルガー－明るく、楽しく、前向きに。』　2012 年  合同出版

東田直樹『自閉症の僕が飛び跳ねる理由－会話のできない中学生がつづる内なる心』　2007 年  エスコアール

東田直樹『続・自閉症の僕が飛び跳ねる理由－会話のできない高校生がたどる心の軌跡』2010 年  エスコアール

■具体的な特徴
　大きく 2 つあげられます（この特徴は生涯にわたり続きます）。

　特徴のあらわれ方には個人差があります。また、同じ人でも、そ
の時々の環境によって特徴が目立つこともあればほとんど目立たな
いこともあります。経験を重ねることで、スムーズなコミュニケー
ションや社会的な態度を身につけることも可能です。

行動や活動、興味の関心の
幅が狭い。また、感覚やそ
の捉え方が独特。そのため、
一つの物事に強く執着する
場合もある。

他者との関わりにおいて、視線
や表情などを適切に表現したり、
そこから心情をくみとったりす
ることが難しく、気持ちの共有
や、コミュニケーションが苦手。

■自閉症とは
　自閉症は、脳機能の発達の
仕組みにより、コミュニケー
ションの苦手、視覚・聴覚な
ど感覚の過敏（またはその逆）
といった違いが生じる状態で
す。これらは、全て脳機能の
発達に起因するもので、育て
方による問題ではありません。

「自分の殻に閉じこもる状態」
や「親の愛情・躾

しつけ

不足」によ
るものという認識は誤解です。

■相談窓口
　市では妊娠中から 18 歳未満のお子さんに関する相談を受け付けています。
どこに、誰に相談してよいのか分からないという場合もご連絡ください。
連絡・問い合わせ先　トータルサポートセンター（伊佐市大口上町 34－ 13）
　　　　　　　　　　☎㉙５５１１（平日 9 時～ 16 時）

　中身の残ったスプレー缶・家庭用ガスボンベ・使い捨てライター
などの可燃性ガスが原因とみられる、ごみ収集車やごみ処理施設で
の引火や爆発事故が全国で頻発しています。
　伊佐北姶良環境管理組合（未来館）でも平成 29 年 11 月 30 日に、
卓上ガスコンロのガスボンベによると思われる爆発事故が発生して
います。次のとおり安全な出し方のご協力をお願いします。

・スプレー缶
・家庭用カセットボンベ  出し方のお願い

世界各国で自閉症や発達障がいについて理解を求める取組みが行われます。

毎年４月２日は国連が定めた 世界自閉症啓発デー
４月２日～８日は 発達障害啓発週間

1 野外の周囲に火気がない場所で、音がしなくなるまでガスを抜く。
2 穴あけ器などで穴を開ける（穴あけ器はホームセンターなどで購入できます）。
問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎㉒１０６０

爆発により破損した未来館の屋根
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月日 場所 時間（午前）  場所 時間（午後）

４
月
10
日
（
火
）

 永尾公民館     9：20 ～       9：30  山ノ口　川崎商店前 13：20 ～ 13：30

 北さつま農協目丸出張所跡     9：40 ～       9：50  北さつま農協木ノ氏出張所跡 13：40 ～ 13：55

 北さつま農協東支所跡 10：00 ～ 10：10  奈良野公民館 14：05 ～ 14：15

 上青木東　中島さん宅前 10：20 ～ 10：25  永野原　福吉理髪店前 14：25 ～ 14：35

 新青木　木ノ下商店前 10：35 ～ 10：45  牛尾消防詰所前 14：45 ～ 14：55

 上青木中公民館前 10：55 ～ 11：05  第４分団詰所（旧焼酎資料館）前 15：05 ～ 15：15

 松ノ口三叉路 11：10 ～ 11：15
 篠原公民館 11：25 ～ 11：35

４
月
12
日
（
木
）

 大口中央中学校正門入口     9：20 ～       9：30  中央公民館跡 13：20 ～ 13：40
 水ノ手公民館     9：40 ～       9：50  浜里公民館 13：50 ～ 13：55

 原田公民館 10：00 ～ 10：15  木崎　大岩さん宅前 14：00 ～ 14：10

 小水流　迫田設備（旧あたご店）前 10：25 ～ 10：55  木崎公民館入口 14：20 ～ 14：25

 北薩森林管理署前市役所車庫 11：05 ～ 11：20  高柳公民館 14：35 ～ 14：45
 仲町公民館跡前 11：30 ～ 11：40  大田公民館 14：55 ～ 15：05

４
月
16
日
（
月
）

 春村公民館三叉路     9：20 ～       9：35  中村林産前 13：20 ～ 13：30
 小木原東　諏訪神社     9：45 ～ 10：00  小川内公民館 13：40 ～ 13：50

 小木原上公民館 10：10 ～ 10：20  五女木公民館 14：00 ～ 14：10

 停車場公民館（山野鉄道記念公園） 10：30 ～ 10：50  旧山野西小学校前 14：25 ～ 14：30

 旧山野中学校体育館横 11：00 ～ 11：10  猩々公民館 14：50 ～ 14：55
 尾之上公民館 11：20 ～ 11：30  井立田ポンプ室前 15：00 ～ 15：05

４
月
18
日
（
水
）

 山野基幹集落センター     9：20 ～       9：40  平原　下村橋横 13：20 ～ 13：30
 石井　旧小泉商店前     9：50 ～ 10：00  渕辺　谷川政昭さん宅横 13：40 ～ 13：45

 中村橋三叉路 10：10 ～ 10：20  北さつま農協平出水支所跡　裏広場 13：55 ～ 14：15

 石井公民館 10：25 ～ 10：40  平出水上公民館 14：30 ～ 14：40

 木地山橋横 10：55 ～ 11：00  日東公民館 14：55 ～ 15：00
 旧布計駅前 11：15 ～ 11：20

４
月
20
日
（
金
）

 園田　梅木田商店前     9：20 ～       9：30  北さつま農協白木倉庫 13：20 ～ 13：30
 鳥巣上公民館     9：40 ～       9：50  白木地区集会施設 13：40 ～ 13：50

 冨士福祉館 10：00 ～ 10：10  羽山公民館 14：15 ～ 14：25

 大島北公民館 10：20 ～ 10：30  白木　久野さん宅入口 14：40 ～ 14：50

 大島南公民館 10：40 ～ 10：55  羽月北　山之神公民館 15：00 ～ 15：05

 羽月地区公民館 11：05 ～ 11：20

 萩谷神社前 11：25 ～ 11：30

 須原　馬頭観音前 11：35 ～ 11：40

　犬は、生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防注射が 法律で義務づけられています。

   ・注射には、飼い犬をしっかり捕ま 

　えられる人が来てください。

   ・できるだけ、おつりのないように
　お願いします。

   ・飼い犬の死亡、行方不明等の場合は、環境政策課に連絡してください。

　　　　　生後 91 日以上の犬
　※家の中で飼われている小型犬も対象です。
　　　　　注射料   3,400 円
　　　　　（注射料 2,850 円・注射済票 550 円）
　　　　　登録料   3,000 円

対象犬

手数料

問　環境政策課環境保全係　☎㉒１０６０

狂 犬 病 予 防 注 射 ＆ 畜 犬 登 録
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月日 場所 時間（午前） 場所 時間（午後）

４
月
24
日
（
火
）

 金波田　岩城さん宅前     9：20 ～       9：30  八代公民館 13：20 ～ 13：30

 金波田公民館     9：40 ～       9：50  宮人公民館 13：40 ～ 13：50

 堂崎公民館     9：55 ～ 10：00  馬渡公民館 14：00 ～ 14：05

 羽月鉄道記念公園前 10：10 ～ 10：20  羽月　田代公民館 14：15 ～ 14：25

 高津原　土師さん宅前 10：30 ～ 10：35  辺母木公民館 14：35 ～ 14：45

 湯ノ谷　本石さん宅前 10：45 ～ 10：55  羽月西青少年センター 14：55 ～ 15：10

 下殿公民館前 11：05 ～ 11：15  川岩瀬公民館 15：25 ～ 15：35
 下ノ木場精米所跡地前 11：30 ～ 11：40

４
月
26
日
（
木
）

 城下公民館     9：20 ～       9：30  川西公民館 13：20 ～ 13：30
 北さつま農協曽木支所     9：40 ～       9：55  針牟田公民館 13：40 ～ 13：50

 田原公民館 10：05 ～ 10：10  西方公民館 14：05 ～ 14：15

 北さつま農協針持支所跡 10：25 ～ 10：35  西太良　田代公民館 14：25 ～ 14：35

 土瀬戸消防詰所跡 10：45 ～ 10：55  釘野々　上園さん宅前 14：45 ～ 14：50

 西太良地区コミュニティセンター 11：05 ～ 11：15  高塚公民館 15：00 ～ 15：10
 深川公民館 11：30 ～ 11：35  堂山公民館 15：20 ～ 15：30

５
月
11
日
（
金
）

 徳辺下集落センター     9：15 ～       9：25  下手須川　ごみ収集所横 13：15 ～ 13：20
 楠本集会施設     9：35 ～       9：40  下手上多目的集会施設 13：30 ～ 13：40

 新拓集落センター     9：55 ～ 10：00  下手風呂元　田上さん宅前 13：45 ～ 13：50

 新川集落センター 10：10 ～ 10：20  築地　若宮神社前 14：00 ～ 14：10

 姫宮神社前 10：35 ～ 10：45  築地集会施設 14：20 ～ 14：30

 徳辺上集落センター 10：55 ～ 11：05  共進地区教育集会所 14：40 ～ 14：50

 停車場青少年会館 11：15 ～ 11：20  共進納骨堂前 15：00 ～ 15：10

 下名集会施設 11：30 ～ 11：40  前目上　杉本さん宅前 15：20 ～ 15：25
 前目公民館 15：30 ～ 15：40

５
月
15
日
（
火
）

 荒瀬多目的集会施設     9：15 ～       9：25  薬師神社鳥居前 13：15 ～ 13：25
 北さつま農協川南出張所跡前     9：35 ～       9：45  下市山集会施設 13：35 ～ 13：40

 町舟津田上集会所     9：50 ～       9：55  上市山　岡山さん宅前三叉路 13：45 ～ 13：50

 小川添公民館 10：05 ～ 10：15  東市山集会施設 14：00 ～ 14：10

 永池鉱泉前 10：25 ～ 10：35  上市山集会施設 14：20 ～ 14：25

 柳野三叉路 10：40 ～ 10：45  北部集会所跡 14：35 ～ 14：45

 楠原集会施設 10：55 ～ 11：00  田中下　小山商店横 14：50 ～ 14：55

 岩戸橋横 11：10 ～ 11：20  田中中　北山商店前 15：05 ～ 15：15

 本城宇都集会施設 11：30 ～ 11：35  田中　南方神社 15：25 ～ 15：30
 瓜之峰公民館 11：45 ～ 11：50  田中上集会施設 15：40 ～ 15：50

５
月
17
日
（
木
）

 本城地区集会施設     9：15 ～       9：25  湯之尾校区集会施設 13：20 ～ 13：30
 青木元地区教育集会所     9：35 ～       9：45  山下　鵜泊青少年会館 13：40 ～ 13：50

 比良地区集会施設     9：55 ～ 10：00  湯之元　市営公衆浴場横 14：00 ～ 14：05

 荒田地区集会施設 10：10 ～ 10：20  猶原集会施設 14：15 ～ 14：20

 大峰　ごみ収集所横 10：30 ～ 10：35  平沢津公民館 14：30 ～ 14：35

 下荒田公民館 10：45 ～ 10：55  小原松山　園田さん宅前 14：50 ～ 14：55

 花北下　中間商店前 11：05 ～ 11：15  山田地区集会施設 15：05 ～ 15：10

 花北営農研修センター 11：25 ～ 11：35  山田　ひまわり館 15：20 ～ 15：30

 重留南集落センター 11：45 ～ 11：50  市役所菱刈庁舎旧東側車庫前 15：45 ～ 15：55

必ず連れて行ってね！



申込期間　４月 10 日（火）～５月 11 日（金）受付９時～   ※期日厳守。定員になり次第締め切ります。

問い合わせ先　社会教育課社会教育係（菱刈庁舎）　☎㉖１５５４

○４月 22 日までは、その講座を初めて受講する人のみ受け付けます。
　４月 23 日からは定員に満たない講座は、過去に受講したことがある人も受け付けます（同講座３回まで）。
　シニアいきいき教室（高齢者教室）は、この限りではありません。
○１人で複数の講座を申し込めます。
○講座は大口ふれあいセンターを中心に開設します。学習日・時間・場所が変更になる場合もあります。
受 講 料　◎ 12 回講座　2,500 円　　◎６回講座　1,500 円
　　　　　※別途、教材費が必要な講座もあります。　
申込方法　大口ふれあいセンターに備え付けの「伊佐市ふれあい講座申込書」に必要事項
　　　　　を記入し、受講料を添えて大口ふれあいセンター１階窓口に提出してください。
開 講 式　５月 19 日（土）10 時～　大口ふれあいセンター３階　多目的ホール
　　　　　東川隆太郎氏による講演会を行います。

ISA City Public Relations  2018.04.01　　12

番号 講座名 学習内容（講師名） 学習日 時　間 場　所 定員

１ フラダンス教室    美・健康・癒しを求めてハワイアンダンス体験はいかがでしょう。皆
   さまを素敵な自然の世界へご案内します。（高橋るり子） 第 1・3 水曜 19:00 ～ 20:30 ダンス練習室 20

２ 古布創作    タンスの中の着物等を再生。自分に合うものを創作しましょう。（藏内順子） 第 2・4 火曜 19:00 ～ 21:00 工作実習室 15

３ 焼き物教室    焼き物入門。初めての方チャレンジしませんか。（河野眞智子）	 第 2・4 土曜 13:00 ～ 17:00 工作実習室 15

４ 水彩画教室    初心者向けの水彩画教室です。一緒に水彩画を楽しみましょう。（村木直行） 第 2・4 金曜 10:00 ～ 12:00 絵画室 15

５ エッセイ教室      日々の出来事などを文章にしてみませんか。（田ノ上淑子） 第 2・4 日曜     9:30 ～ 11:30 工作実習室 15

６ 伊佐ふるさと探訪    伊佐の歴史と現代の施設を学びながら、ふるさと発見！（原田純一） 第 2・4 金曜 13:00 ～ 16:00 視聴覚室・市内外 20

７ シニアいきいき教室
（高齢者教室）    65 歳以上対象、多種多様な講座と学習交流を行います。（社会教育課） 第 2・4 木曜     9:30 ～ 11:00 多目的ホール 50

８ オカリナ入門    一緒にオカリナの素敵な音色を体験しませんか。　（山下利治） 第２・４土曜 19:00 ～ 21:00 音楽練習室 20

９ 健康体操教室    音楽にあわせて簡単な健康体操について学びましょう。（坂元克子） 第 1・3 金曜 10:00 ～ 11:30 ダンス練習室 25

10 鹿児島弁講座    楽しく鹿児島弁を学び、郷土の文化を学習しましょう。（川越孝市） 第 2・4 土曜 13:00 ～ 15:00 第４会議室 20

11 油絵とデッサン入門    油絵とデッサンを楽しく学んでみませんか。（海老原政秋） 第 1・3 日曜     9:00 ～ 11:00 第４会議室 15

12 エコクラフト手芸講座    エコクラフトを使って、自分だけのオリジナルバックを作ってみませんか。（川畑章子） 第２・４水曜 13:00 ～ 15:00 視聴覚室 15

13 手編み教室    一本の毛糸から好きなものを作り上げてゆく楽しみを。（濱木奈奈美） 第１・３火曜 19:30 ～ 21:30 工作実習室 20

14 なつかしの歌声    唱歌等なつかしいメロディーを声を合わせて楽しく歌いましょう。（重水裕子） 第 1・3 木曜 10:00 ～ 11:30 音楽練習室 20

15 パンフラワー教室    パン粘土で花を作って、部屋に飾ってみませんか。（栗野典子） 第 1・3 木曜 10:00 ～ 12:00 絵画室 15

16 茶道教室（裏千家）    初心者歓迎！楽しく茶道を学びましょう。（谷山睦子） 第 2・4 金曜 14:00 ～ 16:00 和室 5 15

番号 講座名 学習内容（講師名） 学習日 時　間 場　所 定員
17 リフレッシュ体操   椅子に座ってストレッチや筋力アップを行う。どなたでも気軽に参加できる体操です。（土生さとみ） 第１木曜 13:00 ～ 14:30 ダンス練習室 20

18 KOBA 式体幹
トレーニング

  KOBA 式体幹バランストレーニングを用い体のラインをきれいに整え、
  軽負荷を使用したトレーニングを行います。（土生 さとみ） 第１金曜 18:30 ～ 20:00 ダンス練習室 20

19 俳句入門   五・七・五による言葉の調べにより心の中の情景を広げる俳句を学びましょう。（山之口光子） 第３土曜 13:30 ～ 16:00 絵画室 15

20 郷土料理教室   おだんごやにしめなど郷土の料理を楽しく作りましょう。（食生活改善推進員会） 第３土曜 10:00 ～ 13:00 調理室・和室２ 20

21 メンズクラブ
（男性のための市民講座）

  男性の皆さん！色々な講座体験してみませんか！歴史講座・野菜作り・田舎 
  料理・俳句・そば作り・フットパスなど毎回内容が変わります。（社会教育課） 第１木曜 10:00 ～ 11:30 視聴覚室 15

22 地域再発見！フットパス   各地のコースを歩き、寄り道・道草をしながら風景や交流を楽しみま
  しょう。（伊佐フットパス協会）※現地集合できる人のみです。 第１土曜     9:00 ～ 14:00 伊佐市内現地 20

23 やさしい野菜・花づくり   野菜と花づくりの基礎を学びませんか。（岩元一郎） 第４土曜     9:30 ～ 11:00 工作実習室 15

ふれあい講座（６回）　期間：６月～ 11 月

ふれあい講座（12 回）　期間：６月～ 11 月

平成 30 年度  伊佐市「 ふれあい講座 
」

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

受講生
募集

新規講座新

 楽しく

学びましょう♪
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　市では、次のような高齢者サービスを実施しています。希望する
人は早めに申請してください。家族や代理の人でも申請できます。
　自分で申請ができない人は、民生委員・自治会長・福祉協力員に
ご相談ください。

伊佐市の高齢者福祉サービス

問い合わせ先　長寿介護課高齢福祉係　☎�１３１１

  サービス名 対象者 内容 利用者の負担 手続き

福祉タクシー
利用券

  ・平成 30 年度中に75 歳以上に
      なる高齢者（昭和 19 年３月 31
        日生まで）
  ・身体障害者手帳（1・2 級 ）、療
       育手帳、精神障害者保健福祉
       手帳の所持者

  通院、買い物、公共施設利
  用などに使える１枚 500 円
  のタクシー利用券を年 24 
  枚発行
  （１回３枚まで使用可）

  タクシー料金から
  助成額を差し引い
  た額

  長寿介護課
  （大口庁舎）

  長寿介護課分室
  （菱刈庁舎）

  必要な物
  ・印鑑
  ・該当する手帳等
  ・免許証や保険証
　 など受給者の身
　 分を証明できる
　 もの

はり・きゅう
施術助成

  平成 30 年度中に 70 歳以上に
  なる高齢者（昭和 24 年３月 31 日
  生まで）で、医療給付の対象と
  ならない「  はり・きゅう施術」
  を受ける人

  1 枚 500 円の受診券を
  年 20 枚発行

  1 回当たり 500 円
  の助成額を差し引
  いた額

総合保健福祉
センター

（まごし温泉）
利用証

  ・70 歳以上の高齢者
  ・身体障害者手帳、療育手帳、
　 精神障害者保健福祉手帳の
　 所持者

  まごし館の温泉浴室等の使
  用料の減額

1 回当たり
150 円

寝具乾燥
サービス

  在宅の 65 歳以上の寝たきり高
  齢者（要介護認定 4 以上）及び
  身体障害者手帳 （1・2 級）所持
  者で寝たきりの人

  寝具類（掛布団、敷布団、
  毛布）の洗濯・乾燥
  （年 3 回まで）

1 回当たり
660 円

長寿祝金支給

  平成 30 年度中に、88 歳（昭和
  5 年 4 月 1 日～昭和 6 年 3 月 31 日
  生）・100 歳（大正 7 年 4 月 1 日～
  大正 8 年 3 月 31 日生）になる人

  ・1 万円と記念写真（88 歳）
  ・8 万円（100 歳） －   市から支給対象者

  に通知（７月頃）

老人介護手当
支給

  65 歳以上で要介護認定 4 以上
  の人を 6 か月以上同居または
  これに準ずる状態で在宅にて
  介護している介護者

  支給決定した翌月分から、
  対象月に 1 万円を支給
  （年２回支給）

－

  

  長寿介護課
  （大口庁舎）

  長寿介護課分室
  （菱刈庁舎）

  必要な物
  ・印鑑

徘徊高齢者
対策

  徘徊のみられる認知症高齢者
  またはその高齢者を介護して
  いる家族等

  徘徊探知機の機器購入等に
  要する初期費用を助成
  （上限 1 万円）

  助成額（上限 1 万円）
  を超える額

生活支援
サービス

  65 歳以上の要介護認定を受けて
  いない高齢者で、病中病後など
  一時的に支援を必要とする人

  家事・買い物などの生活支
  援サービス費用の一部を助
  成（支援員を派遣）

1 時間当たり
100 円（１日２時間
以内・５日間限度）

理髪サービス   在宅の 65 歳以上の寝たきり
  高齢者（要介護認定４以上）

  理髪業者が居宅において理
  髪を行います（年 4 回まで）

1 回当たり
400 円

日常生活用具
給付

  65 歳以上で心身機能の低下に
  伴い防火等の配慮が必要な
  ひとり暮らしの高齢者等

  自動消火器の新規設置経費
  の助成（使用期限：５年）

  利用者の世帯の所得
  税額による区分に応
  じて決定
  ※取替え・点検は自己負担

緊急医療
情報キット

  ・災害時要援護者台帳登録者
  ・ひとり暮らしの 65 歳以上の
     高齢者
  ・65 歳以上の高齢者のみの世帯
     に属する人

  情報シートにかかりつけ医療
  機関、持病や服薬などの情報
  を記入して自宅の冷蔵庫に保
  管し、救急や災害時に、救急
  隊等に医療情報を提供

無料

緊急通報装置
設置

  65 歳以上の高齢者のみの世帯
  及び身体障がい者のみの世帯

  自宅の電話に通報装置を設
  置し、協力者へ緊急時に連
  絡できる体制を作る

  使用電話回線の基
  本料金及び通話料・
  破損修理代金
  ※設置は市で行います。

緊急通報装置は、
協力者（2 人以上）
の同意書も必要
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行政からのお知らせ

林務課からお知らせ
1 森林木の伐採届
　森林木を伐採する時は、伐採届を林務課（菱刈庁舎）
へ提出してください。最近、県内外で誤伐、盗伐が発生
しています。自己所有の森林は自己責任で管理すること
になっていますので、定期的な見回りをお願いします。

3 イノシシ・シカ用電気柵を設置しませんか
導入条件　①市内住民で、市税の滞納がない人
　　　　　② 30 アール以上の集団となっている耕作地（家庭菜園は含まない）
　　　　　③受益２戸以上の共同で設置できる箇所で電気柵２基まで
　　　　　　※耕作地が孤立した場所にある場合やその他の理由で共同設置できない場合はご相談ください。

　　　　　④過去に補助事業で設置していない箇所
　　　　　⑤作物は販売目的であり、飼料作物は家畜農家へ供給しているもの
補 助 金　電気柵購入額の４割（上限有）

申込・問い合わせ先　林務課　☎㉓１３１１

問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

☆ 75 歳以上の人は認知機能検査を受けた後、
　分類に応じて後日、高齢者講習を受講します
　（検査当日に講習を受けることはできません）。	
☆免許更新手続きは誕生日の１か月前から行え
　ますので、講習終了後に交付される『高齢者
　講習終了証明書』を大切に保管しておいてく
　ださい。

70 歳以上の高齢者ドライバーの皆さん

誕生日の５か月前から受講できます。
お知らせハガキが届いた人は、
自動車学校などへ早めに申し込みを！

☆１か月から２か月の受講待ちが続いていますの
　で、お知らせハガキが届いた人は、早めに自動
　車学校へお問い合わせください（同時に複数の
　自動車学校へ申し込みを行う二重予約は絶対に
　しないでください）。
☆伊佐市では、運転免許証を自主返納された人へ
　の支援を実施しています。運転に自信がなくな
　った人は、検討されてはいかがでしょうか。

高齢者講習はお早めに！

2 パルプ用竹材の出荷助成
　平成 31 年３月 31 日まで延長します。
助成金額　１㎏あたり１. ５円
助成要件　市内の竹林で生産された竹材
　　　　　長さ２ｍか３ｍ
出 荷 先　菱刈木材工業㈱　☎㉖００７０
　　　　　伊佐市菱刈田中１９９３—１

〈認定林業事業体〉
伊佐森林組合　　　☎㉒１４２５
伊佐愛林有限会社　☎㉒６３６９
株式会社迫田興産　☎㉓０９０７
有限会社西林業　　☎㉙５２０７
株式会社寺床林産　☎㉖２６０３

　間伐や伐採後の造林、鳥獣被害
防止対策等の森林整備事業につい
ては国、県、市の支
援事業がありますの
で活用ください。

森林整備事業に対する支援
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　2 月 25 日～ 3 月 11 日、商工会女性部による伊佐
のひなまつり「福かざり」が開催されました。
　商店街を中心に愛らしいさげもん（吊るし雛）等が
飾られ、毎年恒例のスタンプラリー福引きやパンフレ
ット持参でのお得ランチなどさまざまな催しで訪れた
人を楽しませました。
　同時開催の「針持ニコニコ手作りひなまつり」では、
飲料の容器やビンなどの廃材を活用した干支の福かざ
りが可愛いと大人気でした。市内外多くの来場者で賑
わい、お茶や漬物などのおもてなしも好評でした。

可愛い福かざりでみんな笑顔に（表紙）

ま ち
の 話 題

ISA City Topics

ま ち
の 話 題

　県の「未来につなぐ森林環境教育推進事業」
による体験活動が、菱刈・南永・牛尾小学校
の３校で行われました。
　姶良・伊佐地域振興局や森林組合、地元業
者等の協力のもと、しいたけのコマ打ちを体
験した菱刈小学校児童は「ドリルで木に穴を
あけるのが楽しかった」と初体験ながら手際
よく作業していました。
　また、50 本のヤマザクラを植樹した牛尾
小学校児童は「10 年後、きれいに咲いてい
る姿が楽しみ」と期待を膨らませました。

森林を守り、育てる大切さを学ぶ

　2 月 25 日、曽木発電所遺構展望公園にて
伊佐市とさつま町の DMO ㈱やさしいまちに
よる「伊佐薬草の杜」のキックオフイベント
が行われました。
　会場では、オリジナルの薬草茶を作るワー
クショップや、体にやさしい薬膳カレー・薬
草鍋がふるまわれました。
　普段何気なく見ている野草が、実は薬草で
あるということを知りました。外が暖かくな
り始める季節なので、散歩がてらに探してみ
るのもいいかもしれませんね。
※「やさしいまち」のコーナー連載中です（17 ページ）。

薬草で健康な体に
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ISA City Topics

　３月９日、伊佐市と北薩森林管理署との間
で、「地域の安全に向けた森林情報の共有及
び長期的な森林の育成に関する協定」締結・
調印式が行われました。
　この協定はそれぞれが所管・管轄する森林、
林道等の状況や情報を共有することによって、
災害発生時の早期対応や森づくりのために活
かされることが期待されます。

北薩森林管理署と協定締結

　２月 17・18・24・25 日に伊佐フットパ
ス協会による初のモニターツアーが行われま
した。
　17 日の大口ふもとコースのツアーには、
関係者も含め約 25 人が参加。大口元気ここ
ろ館から市役所通りを通って、大口小学校・
大口高校付近をゆっくりと散策しました。道
中、諏訪馬場公民館で記念キーホルダーのプ
レゼントやお茶・漬物・茶菓子等がふるまわ
れ、フットパス終了後には特製弁当で昼食の
団らんを楽しみました。
　予想以上のおもてなしに参加者からは「感
激した」「また参加したい」との声が多く寄
せられました。

ありのままの風景を楽しむ
伊佐フットパスモニターツアー

　全国青年農業者会議プロジェクト発表畜産
の部で最優秀賞を受賞されました。
　橋口勇士さん（築地）

　３月９日、県トラック協会から新入学児童
176 人に交通安全教材が贈られました。
　交通ルールや標識が分かりやすく記載され
た定規です。

おめでとうございます

トラック協会から寄贈

　故柳野一誠氏が地域で広めたおきな草の里
をＰＲする祭りを毎年開催し、その他さまざ
まな地域活動が評価され、県姶良・伊佐地域
振興局から表彰されました。
　本城校区コミュニティ協議会

地域づくり活動表彰
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①②③④⑤

薬
草
を
食
べ
て
健
康
に

　

日
本
人
に
と
っ
て「
松
竹
梅
」

は
親
し
み
の
あ
る
言
葉
。
実
は

「
松
竹
梅
」
は
健
康
に
必
要
な

「
気
血
水
」
の
流
れ
を
良
く
す

る
薬
草
（
木
）
と
し
て
先
人
が

後
世
に
伝
え
て
き
た
も
の
で
す
。

松
は
血
液
を
き
れ
い
に
、
竹
は

リ
ン
パ
液
を
き
れ
い
に
、
そ
し

て
梅
は
胃
腸
を
丈
夫
に
す
る
こ

と
で
気
力
を
出
さ
せ
る
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
旬
の
竹（
タ
ケ
ノ
コ
）

に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
は
リ
ン
パ

液
の
流
れ
を
良
く
し
た
り
、
ジ

ベ
レ
リ
ン
と
い
う
成
分
の
強
い

鎮
痛
作
用
で
、
腰
痛
や
関
節
痛

な
ど
身
体
の
痛
み
を
と
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
調
理

方
法
で
は
ア
ク
抜
き
を
す
る
た

め
、
身
体
に
よ
い
成
分
が
ほ
と

ん
ど
水
に
溶
け
だ
し
、
そ
の
効

果
が
十
分
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
次
の
調
理
方
法
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

＊
村
上
光
太
郎
著
「
食
べ
る
薬
草
事

　

典
」「
薬
草
を
食
べ
る
」
か
ら
出
典

【皮ごと焼く】
　採りたての新鮮なタケノコを網の上
で皮ごと焼きます（中身が蒸し焼きで
少し黄色がかる状態になるまで
しっかり焼く）。皮をむいた
ものに醤油マヨネーズやワ
サビ醤油をつけて食べます。

問い合わせ先　㈱やさしいまち　☎ 0120・85・8341 または ☎ 0995・24・4631

【電子レンジで調理】
　皮をむいたタケノコを４つ切りにし
てラップで２重３重に包み、600 ワッ
トの電子レンジで 25 ～ 30 分程度調
理します。それを刻んでお好みの味を
つけて食べます。また、刻んだタケノ
コに味噌を混ぜてアルミホイルで包み
焼きにします。それをラップなどに小
分けにして包み、冷凍保存します。味
噌汁に入れて食べます。

レシピ

伊佐市誕生 10 周年

10 年の

伊佐市

歩み

～
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

記
念
す
べ
き
市
制
10
周
年
を
迎
え
よ
う
～

２
年
目
は
曽
木
発
電
所
遺
構
１
０
０
周
年
や
新
納
忠
元
公

没
後
４
０
０
年
の
ほ
か
、
大
口
下
殿
の
下
鶴
遺
跡
で
は
弥
生

時
代
中
期
前
半
（
約
２
、２
０
０
年
前
）
と
思
わ
れ
る
銅ど
う
か戈

が
発
掘
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
的
な
１
年
で
し
た
。

11
月
14
・

15
日

11
月
28
日

11
月
21
日

12
月
13
日

11
月
22
日

１
月
23
・

24
日

11
月
23
日

２
月

３
月
５
日

３
月
13
日

７
月
６
日

９
月
５
日

９
月
11
・

12
日

９
月
25
日

10
月
22
日

伊
佐
市
誕
生
１
周
年

　

２
０
０
９
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

曽
木
発
電
所
遺
構
１
０
０
周
年

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

曽
木
発
電
所
遺
構
１
０
０
周
年

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

マ
イ
ク
プ
ラ
イ
ス
と
楽
し
く
ス
イ
ン
グ

　
（
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
）

新
納
忠
元
公　

没
後
４
０
０
年
記
念

　

歴
史
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

映
画
『
半
次
郎
』
上
映
会
・
舞
台
挨
拶

新
納
忠
元
ゆ
か
り
の
地
巡
り
ツ
ア
ー

新
伊
佐
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
上
棟
式

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー　

上
棟
式

伊
佐
の
創
作
ご
ち
そ
う
コ
ン
テ
ス
ト

　

＆
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
大
会

伊
佐
湧
水
消
防
組
合　

防
火
広
報
駅
伝

定
住
促
進
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定

　
『
こ
こ
が
い
～
さ
～
』
ほ
か

第
15
回
ア
イ
ス
カ
ー
ビ
ン
グ
in
伊
佐

第
１
回
伊
佐
市
社
会
福
祉
大
会

下
鶴
遺
跡
説
明
会

平成 21 年
〈
２
年
目
の
主
な
出
来
事
〉

平成 22 年

①

②

③

④

⑤

＊タケノコ＊
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　

２
月
15
日
、
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
で

第
１
回
「
伊
佐
の
カ
フ
ェ
お
れ
ん
家じ

」

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
、
地
域
の
誰
も
が
気
軽

に
参
加
で
き
、
認
知
症
に
対

す
る
理
解
や
普
及
啓
発
、
認

知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
の

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
誰
も
が
集

い
や
す
い
我
が
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
、「
伊

佐
の
カ
フ
ェ
お
れ
ん
家じ

」
と
名
付
け
、

長
年
、
認
知
症
の
人
の
支
援
や
学
習
に

取
り
組
ん
で
き
た
「
認
知
症
支
援
の
会

オ
レ
ン
ジ
の
わ
」
に
運
営
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

約
20
人
が
参
加
し
、
自
分

で
料
理
す
る
こ
と
も
認
知

症
予
防
に
役
立
つ
な
ど
の
話
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

「
伊
佐
の
カ
フ
ェ
お
れ
ん
家じ

」（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開
催
し
ま
し
た
！

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

４
月
の
対
象
活
動

○
特
定
健
診
（
集
団
健
診
）、
元

　

気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元

運
動
期
間　

４
月
６
日
～
15
日

重
点
項
目

○
子
ど
も
・
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

伊
佐
警
察
署
で
は
、
各
種
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
し
、
見
守
り

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
声
掛
け
事
案
の
件
数
（
平
成
29
年
）

　

鹿
児
島
県　

７
５
８
件

　

伊
佐
市　
　
　
　

４
件

○
う
そ
電
話
詐
欺
の
被
害
防
止

　

不
審
な
は
が
き
や
メ
ー
ル
が
届
い
た

ら
、
安
易
に
連
絡
な
ど
せ
ず
、
ま
ず
は

詐
欺
を
疑
っ
て
最
寄
り
の
警
察
署
や
交

番
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
伊
佐
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

　

伊
佐
警
察
署
管
内
で
発
生

し
て
い
る
犯
罪
な
ど
に
つ
い
て

「
伊
佐
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
」
を

配
信
し
て
い
ま
す
。
犯
罪
の
未

然
防
止
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法

　

電
子
メ
ー
ル
に
氏
名
、
住
所
、
職
業
、

連
絡
先
を
入
力
し
、
送
信
す
る
。

申込受付期限
▽インターネット
　４月   ９日（月）
▽持参・郵送　　
　４月 11 日（水）
　※郵送の場合は 11 日消印有効

鹿児島県警察官Ａ
（大学卒）募集

春
の
地
域
安
全
運
動

isa-bouhan@po5.
synapse.ne.jp

　詳しくはホームページ（http://
www.pref.kagoshima.jp/police/）
をご覧ください。

問い合わせ先
鹿児島県警察本部警務課採用係

☎０９９ ・２０６ ・２２２０

　次回は４月 26 日（木）

９時 30 分～ 11 時 30 分

大口元気こころ館で開催し

ます。参加無料、出入りは

自由です（申込不要）。

のぼりを目印  に、

ぜひご参加ください。

今年度も実施！
22ページを
ご覧ください
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問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　運動習慣の普及・定着や健康づくりの場として、今年度も毎週水曜日に実施します。
場所　忠元公園　　ポイント付与時間　18：00 ～ 20：00
※毎月「広報いさお知らせ版」の伊佐市カレンダーでもお知らせします。
※ポイント手帳をお持ちでない場合、手帳の申請が必要です。40 歳以上 65 歳未満の人は
　市民課健康推進係、65 歳以上の人は長寿介護課地域包括支援係にお問い合わせください。

　

私
た
ち
の
健
康
を
お
び
や
か
す
主
な
要

因
は
、
長
年
の
生
活
習
慣
の
結
果
で
あ
る

生
活
習
慣
病
で
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
病

気
が
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。
予
防
の
た
め
に
、
毎
年
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

◎
受
診
す
る
と
き
は
、
食
べ
物
、
お
茶
、

　

ガ
ム
、
タ
バ
コ
等
は
一
切
摂
ら
ず
に
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

対象年齢　平成 31 年４月１日現在の年齢（年度末年齢）
検診名 対象者 内　　容 料　金

  肝炎ウイルス   40 歳以上で過去に検査
  を受けたことがない人

  B 型、C 型肝炎ウイルス
  検査

　    B 型　100 円
　    C 型　500 円

  前立腺がん   40 歳以上の男性   前立腺特異抗原検査
  （PSA 検査） 　　　　    500 円

  腹部超音波   40 歳以上の人   超音波による腹部検査 　　　        1,200 円

  骨粗しょう症   40 歳以上の人   超音波による骨密度検査 　　　　    300 円

  胃がん   40 歳以上の人   胃部 X 線間接撮影
  （バリウム） 　　　        1,200 円

特定・長寿健診と同時に受診できる検診

　【長寿健診】
対 象 者　後期高齢者医療保険加入者
実施日程　▽大口元気こころ館
　　　　　　６月 16 日（土）～ 18 日（月）
　　　　　▽まごし館
　　　　　　６月 19 日（火）・20 日（水）
受付時間　７時～９時 30 分
※受診券は６月上旬～中旬に郵送。

　【特定健診】
対 象 者
　40 歳～ 74 歳の国民健康保険加入者
実施日程　▽大口元気こころ館
　　　　　　４月 12 日（木）～ 19 日（木）
　　　　　▽まごし館
　　　　　　４月 22 日（日）～ 26 日（木）
受付時間　７時～９時 30 分
※受診券は４月上旬に郵送。

受診料は無料です。

健・診・日・程

あなたの健康状態を確認する大切な

特定健診・長寿健診を受けましょう！

平成 30 年度に 40・45・50・
55・60・65・70 歳 で、 一
度も肝炎ウィルス検診を受け
たことがない人（個別勧奨対
象者）は、肝炎ウイルス検診
は無料です。

元気アップポイント忠元のお知らせ
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南三陸だより
Vol. 72

　

　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年
を

迎
え
た
3
月
11
日
、
南
三
陸
町

追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
発
生
時
刻
の
14
時
46
分
に

合
わ
せ
て
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
へ
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
祷

を
捧
げ
、
約
１
、１
０
０
人
が

献
花
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
遺
族
を
代
表
し
て
、

志
津
川
高
校
3
年
の
小
山
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
ま

し
た
。
震
災
で
家
族
を
亡
く
し
、

辛
か
っ
た
こ
と
。
震
災
後
の
活

動
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
人

に
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
し
た
こ
と
。
誰
か
の
心
の
支

え
に
な
り
た
い
と
い
う
将
来
像

が
明
確
に
な
り
、
臨
床
心
理
士

に
な
る
た
め
に
仙
台
の
大
学
に

進
学
す
る
こ
と
。
小
山
さ
ん
の

言
葉
か
ら
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
に
な
る
精
神
的
な
成
長
の
過

程
を
感
じ
、
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。
目
標
に
向
け
た
前
向
き

な
姿
勢
や
、
家
族
へ
の
感
謝
、

他
者
を
労
る
気
持
ち
な
ど
、
私

自
身
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
。

　

一
方
で
、
去
年
は
混
雑
し
て

い
た
報
道
ス
ペ
ー
ス
も
、
今
年

は
３
社
の
み
で
閑
散
と
し
て
お

り
、
復
興
に
伴
い
周
囲
の
関
心

が
薄
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
伊
佐
市
か
ら

義
援
金
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

遠
く
離
れ
た
南
三
陸
の
こ
と
を

忘
れ
ず
に
想
い
続
け
て
く
だ
さ

る
伊
佐
の
皆
さ
ま
の
お
心
遣
い

が
嬉
し
く
、
ま
た
誇
ら
し
く
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
達
職
員
は
、
３
月
11
日
を
初

心
に
帰
る
節
目
と
し
て
、
今
後

も
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
若
宮
健
太
郎
）

ＫＯＢＡ式体幹
バランストレ ーニング

①床に座って右手を上
　げる

②息を吐きながら左へ身体
　をたおす

②お腹を凹ませて（ドローイン）肘で上体を支えながら
　骨盤を持ち上げる
　※きつい時は、膝を曲げて顎から膝を一直線に保つ

①床に横向きになって、肩の
　真下に肘をおく
　もう片方の手は腰に添える

写真：県下一周駅伝選手　木村大樹
指導：Ｓライセンスマスタートレーナー　土生さとみ

★４
その

脇腹のストレッチ

初心者：     ３ セット

初心者

中級者

中級者：     ３ セット

10秒
キープ

脇腹を中心に鍛える

体幹を鍛えて姿勢を綺麗に保ちましょう

◉ 柔軟性
　 ストレッチを行えば関節の可動域が広

　 がり、身体をスムーズに動かすことがで

　 きます。また、血液の循環が良くなり、

　 トレーニング効果も高まります。運動を

　 行う際には、しっかりと準備運動（スト

　 レッチ）を行い怪我の予防に努めましょ

　 う。

顎・おへそ・足首
を一直線に保つ

ポイント

10秒
キープ

５秒
キープ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。
　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　きみがやりたいこと
は、きみがきめるんだ。
きみがやりたいことを、
きみがやるんだ。きっ
と、できる！絵本作家・
藤本ともひこが、毎年、
卒園式で子どもたちに
語りかけてきた言葉を
絵本化。
　所蔵館：両館

　経営難で閉校が噂さ
れる武蔵映像大学で、
卒業制作の映画を撮れ
るのは、たった一人。
監督志望の安原と北川
は、コンペでガチンコ
勝負することに。撮影
は、前途多難の幕開け
となったが…。
　所蔵館：両館

完パケ！　額賀澪

（出版：講談社）

一  般

（出版：講談社）

おおきくなったらきみはなんになる？　村上康成

【　児　童　】 所蔵館
イースターのたまごの木 キャサリン・ミルハウス 両館
ブルドッグたんていときえたほし 谷口智則 菱刈
13 歳からの手帳活用術 小澤淳 菱刈

【　一　般　】 所蔵館
樽とタタン 中島京子 両館
そして、バトンは渡された 瀬尾まいこ 両館
花びら供養 石牟礼道子 菱刈

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　４月３日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
春のとしょかんまつり
日　時　４月 21 日（土）10:00 ～ 11:00
場　所　菱刈ふるさといきがいセンター和室
内　容　図書館ボランティアによる絵本などの読み聞かせ
ふれあいメルヘンひろば
日　時　４月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙
　　　　芝居の読み聞かせ

○

【４月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

図書館
キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

【古本市】
期　間　４月 26 日（木）～
　　　　５月６日（日）
場　所　大口ふれあいセンター１階

ブックリサイクルの様子

菱刈図書館では

ブックリサイクル

コーナーを常設して

います。ぜひご利用

ください！

○

○
○
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伊佐市からのお知らせ

広告

◎
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
手
当
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の
父
ま
た
は

母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
期
間
は
、
対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ

た
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
（
障
が

い
の
あ
る
児
童
は
20
歳
未
満
）
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
ほ
か
、
対
象

児
童
が
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

こ
ど
も
課
か
ら
扶
養
手
当
・
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
「
横
断
は　

し
っ
か
り
よ
く
見
て　

た
し

か
め
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
交
通
安
全
思
想

の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
正

所
し
て
い
る
場
合
や
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
っ

て
も
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
場

合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額　

対
象
児
童
１
人
の
場
合

○
全
部
支
給　

４
２
、
５
０
０
円

○
一
部
支
給

　

１
０
、
０
３
０
円
～
４
２
、
４
９
０
円

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

法
定
基
準
に
該
当
す
る
障
が
い
を
持
つ
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
ほ
か
、
対
象

児
童
が
障
が
い
を
理
由
に
公
的
年
金
の
給
付

を
受
け
て
い
る
場
合
や
心
身
障
が
い
児
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

支
給
額　

対
象
児
童
１
人
の
場
合

○
１
級　

５
１
、
７
０
０
円

○
２
級　

３
４
、
４
３
０
円

◎
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

対
象
者

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
及
び
児
童

　
（
父
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
な
く
て
も
対
象
）

○
父
母
の
い
な
い
児
童

支
給
期
間　

対
象
児
童
が
18
歳
に
な
っ
た
日

　
　
　
　
　

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

※
障
が
い
が
あ
る
児
童
は
20
歳
未
満

助
成
額　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
っ

　
　
　
　
　

た
保
険
診
療
分
の
金
額

※
所
得
制
限
が
あ
る
ほ
か
、
ひ
と
り
親
家
庭

　

で
あ
っ
て
も
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
状
態

　

に
あ
る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
事
前
に
受
給
資
格
者
証
の
交
付
手

　

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

お
知
ら
せ

今
年
度
も
実
施
！
伊
佐
市
高
齢
者
元

気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

対
象
者　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
　
（
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
）

※
介
護
保
険
料
に
係
る
滞
納
が
な
い
こ
と

ポ
イ
ン
ト
対
象
活
動

　

市
が
実
施
す
る
健
康
増
進
・
介
護
予
防
・

地
域
貢
献
学
習
に
関
す
る
活
動

ポ
イ
ン
ト
手
帳
交
付
申
請

　

長
寿
介
護
課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、

「
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
交
換

　

５
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
５
０
０
円
分
の
商
品

券
と
交
換
で
き
ま
す
（
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
０

０
円
分
）。
年
度
ご
と
に
最
大
50
ポ
イ
ン
ト

＝
５
、
０
０
０
円
分
を
限
度
に
交
換
で
き
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
時
期
は
平
成
31
年

３
月
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
更
新

　

手
帳
の
更
新
（
オ
レ
ン
ジ
色
→
黄
色
）
を

し
て
い
な
い
人
は
窓
口
で
交
換
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
周
囲
の
『
声
か
け
』

　

か
ら
始
め
よ
う
！
農
作
業
安
全
」

　

農
繁
期
の
４
月
～
６
月
は
「
春
の
農
作
業

事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の
実
施
期
間
で
す
。
十
分

な
注
意
・
確
認
と
作
業
に
適
し
た
服
装
で
安

全
に
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

重
点
啓
発
事
項

　

農
作
業
に
行
く
前
に
は
、
ど
こ
で
（
場
所
）、

ど
の
く
ら
い
（
作
業
）
す
る
の
か
伝
え
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
業
政
策
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係（
大
口
庁
舎
）

高
齢
者
支
援
係
（
菱
刈
庁
舎
）☎

㉓
１
３
１
１
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子
ど
も
会
保
険（
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
）

は
、
子
ど
も
会
活
動
で
起
き
た
け
が
や
賠
償

責
任
を
補
償
す
る
保
険
制
度
で
す
。
申
込
用

紙
等
は
各
子
ど
も
会
育
成
会
長
に
送
付
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

４
月
27
日
（
金
）

※
土
日
を
除
く

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
社
会
教
育
課
内
）　　
　
　

☎
㉖
１
５
５
４

子
ど
も
会
保
険
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

し
く
守
り
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

４
月
６
日
（
金
）
～
15
日
（
日
）

運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

　

と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
交
通
消
防
防
災
係　

☎
㉓
１
３
１
１

◆
伊
佐
市
金
山
ね
ぎ
面
積

　

拡
大
事
業

　

市
は
、
高
い
収
益
性
が

見
込
め
る
金
山
ね
ぎ
の
栽
培

面
積
を
拡
大
す
る
た
め
、
次
の

補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

平
成
30
年
度
の
金
山
ね
ぎ
新
規

　
　
　
　
　

栽
培
農
家

対
象
経
費

農
政
課
か
ら
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

①
種
子
、
苗
代
の
１
／
３
以
内
（
上
限
30
ａ

　

分
）

②
ね
ぎ
皮
剥
機
、
付
属
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

　

ー
導
入
費
用
の
１
／
３
以
内
（
上
限
20
万

　

円
）

※
①
②
い
ず
れ
も
初
年
度
１
回
の
み

補
助
条
件

○
伊
佐
金
山
ね
ぎ
振
興
会
に
加
入
し
、
３
年

　

以
上
継
続
し
て
生
産
す
る
こ
と

○
①
②
い
ず
れ
も
市
内
業
者
に
発
注
す
る
こ

　

と
○
過
去
に
同
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い

　

人
○
栽
培
面
積
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と

　

①
は
５
ａ
以
上
、
②
は
10
ａ
以
上

◆
伊
佐
市
か
ぼ
ち
ゃ
磨
き
機
導
入
事
業

　

市
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
品
質
向
上

や
栽
培
面
積
の
拡
大
を
め
ざ
し
、

労
働
力
を
軽
減
さ
せ
る
次
の
補
助

事
業
を
行
い
ま
す
。

対
象
経
費　

か
ぼ
ち
ゃ
磨
き
機
導
入
費
用
の

　
　
　
　
　

１
／
３
以
内
（
上
限
10
万
円
）

補
助
条
件

○
年
度
内
に
春
・
夏
か
ぼ
ち
ゃ
を
30
ａ
以
上

　

栽
培
し
、
５
ａ
以
上
の
面
積
拡
大
を
す
る

　

こ
と

○
伊
佐
か
ぼ
ち
ゃ
振
興
会
に
加
入
し
、
３
年

　

以
上
継
続
し
て
生
産
す
る
こ
と

○
市
内
業
者
に
発
注
す
る
こ
と

○
過
去
に
同
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い

　

人

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
業
政
策
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　年金相談は「予約制」です。相談日の１か月前から前日まで
予約を受け付けています。
※市役所では予約を受け付けていません。

　加治木年金事務所の社会保険労務士による出張年金相談です。

　相談日 相談会場 相談時間

平
成
30
年

  ４月 10 日（火）    大口元気こころ館

      ９時 30 分～
  15 時 30 分

 ※12 時 15 分～
      13 時を除く

  最終受付 15 時

  ５月 10 日（木）    まごし館
  ６月 14 日（木）    大口元気こころ館
  ７月 12 日（木）    まごし館
  ８月      ９日（木）    大口元気こころ館
  ９月 13 日（木）    まごし館
10 月 11 日（木）    大口元気こころ館
11 月      ８日（木）    まごし館
12 月 13 日（木）    大口元気こころ館

平
成
31
年

  １月 10 日（木）    まごし館
  ２月 14 日（木）    大口元気こころ館
  ３月 14 日（木）    まごし館

予約・問い合わせ先 加治木年金事務所お客様相談室
☎０９９５・６２・３５１１

年金相談平成 30 年度
※４月のみ第２火曜日

毎月第２木曜日開催

広告
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伊佐市からのお知らせ

伊
佐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会

委
員
募
集

応
募
資
格

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
心
の
あ

広告

離
職
者
訓
練
５
月
生
募
集

　

再
就
職
に
有
利
に
な
る
よ
う
専
門
学
校
等

に
お
い
て
職
業
訓
練
を
受
け
、
再
就
職
に
必

要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
で
き
ま
す
。

対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
み

　
　
　
　
　

を
し
た
離
職
者

訓
練
コ
ー
ス　

一
般
事
務
員
・
パ
ソ
コ
ン
科

定　
　

員　

20
人
（
託
児
定
員
５
人
）

※
必
要
人
数
に
達
し
な
い
と
き
は
、
コ
ー
ス

　

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

訓
練
期
間　

５
月
８
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

７
月
30
日
（
月
）

※
土
日
・
祝
日
、
訓
練
施
設
が
指
定
す
る
日

　

を
除
く
。

訓
練
時
間　

９
時
～
16
時

訓
練
会
場　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　

熊
本
県
人
吉
市
上
薩
摩
瀬
町
１
４
７
２—

１
（
駐
車
場
20
台
有
料
）

所
要
経
費　

約
９
、５
０
０
円
（
教
科
書
等
）

※
入
学
金
・
受
講
料
・
託
児
料
は
無
料
。
検

　

定
料
は
自
己
負
担
で
す
。

申
込
方
法

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
の
う
え
、
委

託
訓
練
受
講
申
込
書
及
び
職
業
訓
練
希
望
調

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
５
日
（
木
）

選
考
方
法

　

選
考
検
査
を
４
月
13
日
に
実
施
し
、
協
議

の
う
え
決
定
し
ま
す
。
受
講
可
否
は
郵
送
に

て
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６
・
３
７
８
・
０
１
２
１

る
人
で
、
年
３
回
程
度
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
人

募
集
人
員　

若
干
名

任　
　

期　

平
成
30
年
委
嘱
日
～

　
　
　
　
　

平
成
32
年
３
月

応
募
方
法

　

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
4
月
27
日（
金
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
地
域
活
力
推
進
係

　

☎
㉓
１
３
１
１
・　

㉒
５
３
４
４

募　
　

集

　

次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日　
　

時　

４
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

12
時
45
分
～
14
時

場　
　

所　

市
役
所
菱
刈
庁
舎　
　

問
い
合
わ
せ
先

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
!!

開催日 事業名（仮称） 会場

   平成 30 年
   6 月 10 日（日）

   伊佐ふるさと大使
   和文化研究家  齊木由香氏 講演会

大口ふれあい
センター

  7 月       8 日（日）
   ふなっしー×イーサキング と
   伊佐の青少年フェスティバル 伊佐市文化会館

    8 月 26 日（日）
   海音寺潮五郎記念文化講演会
   五木寛之氏 講演会 伊佐市文化会館

    9 月 15 日（土）
   伊佐ふるさと大使
   春風亭柳之助師匠  落語会

  大口ふれあい
センター

 10 月 14 日（日）    おぎゃー献金合奏団コンサート 伊佐市文化会館

   平成 31 年
   １月 24 日（木）

   NHK「新・BS 日本のうた」
   公開収録 伊佐市文化会館

※事業名・日程等は変更になる場合があります。
※このほかにも企画進行中！ 決まり次第、随時お知らせします。
※各事業の詳細は、開催日が近づいたらお知らせします。

問い合わせ先　社会教育課　☎㉖１５５４ 

伊佐市市制 10周年記念文化事業

市
民
課
健
康
推
進
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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（
２
月
５
日
～
２
月
26
日
受
付
分
）

有
木　

祐ゆ
う
り李
（
健
祐
・
美
由
紀
／
高
塚
）

有
村　

歩ふ
た
ば華
（
公
一
・
由
香
／
里
町
）

池
田　

茉ま
お央
（
雄
一
・
由
紀
子
／
高
柳
）

緒
方　

芽め
い
り凛
（
真
一
・
り
え
／
元
町
団
地
）

川
畑　

優ゆ
う
ま真
（
真
生
・
五
月
／
郡
山
）

島
田　

大ひ
ろ
き生
（
大
輔
・
明
美
／
小
水
流
）

橋
田　

陸ひ
ろ

（
一
成
・
佐
知
子
／
深
川
）

葊
田　

綾あ
や
ね音
（
善
宣
・
直
実
／
下
市
山
）

松
ケ
迫　

陽ひ
か
り莉
（
佑
介
・
枝
里
子
／
里
町
）

山
下　

蓮れ
お旺
（
竜
二
・
恵
美
／
共
進
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

　

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
３月活動

○南永小学校

（
２
月
１
日
～
２
月
27
日
受
付
分
）

大
口
地
区

碇
子　

貞
造　
　
　

86
（
奈
良
野
）

生
駒　

文
夫　
　
　

83
（
原
田
）

仮
屋
崎　

亀
彦　
　

92
（
木
ノ
氏
）

川
畑　

勝
子　
　
　

72
（
高
柳
）

白
坂　

セ
ツ
コ　
　

95
（
仲
町
）

野
村　

政
香　
　
　

94
（
大
田
）

堀
之
丸　

イ
サ　
　

97
（
大
田
）

前
田　

厚
王　
　
　

53
（
神
池
）

本
城
地
区

木
場　

春
喜　
　
　

100
（
小
川
添
）

下
舩　

利
孝　
　
　

86
（
町
船
津
田
下
）

戸
田　

明
彦　
　
　

62
（
町
船
津
田
下
）

中
園　

良
秋　
　
　

72
（
楠
原
上
）

中
村　

百
合
香　
　

83
（
島
内
）

宮
脇　

イ
ツ
子　
　

88
（
町
船
津
田
下
）

山
﨑　

理
加　
　
　

93
（
荒
瀬
）

広告

丸
田　

信
治　
　
　

87
（
郡
山
）

水
溜　

公
子　
　
　

59
（
上
町
）

宮
崎　

芳
江　
　
　

92
（
里
町
）

山
野
地
区

井
上　

ハ
ル
子　
　

98
（
仲
町
）

今
村　

ツ
ル
カ　
　

95
（
小
木
原
下
）

田
山　

シ
ズ
子　
　

96
（
小
木
原
上
）

宝
泉　

恭
子　
　
　

91
（
向
江
）

森
山　

ミ
チ
子　
　

97
（
渕
辺
）

羽
月
地
区

塩
田　

ヱ
イ
子　
　

82
（
富
ヶ
丘
）

谷
口　

ア
ヤ
子　
　

88
（
羽
山
）

中
間　

幸
子　
　
　

94
（
園
田
）

中
村　

靜
子　
　
　

68
（
白
木
）

増
元　

生
子　
　
　

101
（
福
川
）

村
岡　

早
人　
　
　

87
（
冨
士
）

山
下　

み
ゆ
き　
　

37
（
馬
渡
）

西
太
良
地
区

髙
城　

俊
次　
　
　

85
（
釘
野
々
）

中
原　

房
江　
　
　

102
（
田
代
）

餅
井
田　

弘　
　
　

92
（
荻
原
）

米
永　

勇　
　
　
　

89
（
曽
木
）

菱
刈
地
区

今
德　

兼
清　
　
　

93
（
千
鳥
）

瓜
生
島　

芳
朗　
　

59
（
東
市
山
）

北
山　

喜
治　
　
　

77
（
前
目
中
）

黒
木　

精
藏　
　
　

91
（
重
留
西
）

佐
野　

俊
郎　
　
　

96
（
啓
明
園
）

長
谷
川　

静
子　
　

67
（
啓
明
園
）

福
永　

修　
　
　
　

77
（
下
手
前
目
）

村
元　

正
弘　
　
　

75
（
山
下
）

ISA  DRAGON  CUPISA  DRAGON  CUP
20182018

問  伊佐市ドラゴンボートレース実行委員会
　  （伊佐ＰＲ課）　☎ 29-4113

HP：www.isa-dragon.org

参加者募集
申込期限　4/16

4 29 日

月
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広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.225　

2018.04.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H30. ３. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

皆
さ
ん
、
お
花
見
の
季
節
で
す
ね
～
！
も
っ

ぱ
ら
花
よ
り
団
子
の
私
で
す
が
、
広
報
マ
ン
に

な
っ
て
か
ら
は
伊
佐
の
大
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機

会
も
増
え
、
純
粋
に
開
花
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

先
日
、
梅
の
開
花
情
報
を
聞
き
つ
け
、
大
一

会
の
〝
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
あ
か
り
〟
に
少
し
お

じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
梅
園
で
は
約

７
０
０
本
も
の
木
が
丁
寧
に
剪
定
さ
れ
、
き
れ

い
に
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
実
を
言
う
と
私
の

伺
っ
た
時
期
が
少
し
遅
く
、
花
が
だ
い
ぶ
散
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も

十
分
に
美
し
く
、
満
開
だ
っ
た
な
ら
忠
元
の
桜

に
も
負
け
な
い
梅
の
ト
ン
ネ
ル
が
見
ら
れ
た
は

ず
と
確
信
し
ま
し
た
。
下
に
は
野
草
の
小
さ
な

花
が
一
帯
に
咲
い
て
い
て
そ
れ
も
ま
た
可
愛
ら

し
く
、
つ
い
つ
い
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

誰
で
も
お
花
見
で
き
る
そ
う
な
の
で
、
皆
さ

ん
も
来
年
は
お
早
め
に
、
ぜ
ひ
見
に
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
桜
や
カ
イ
ド
ウ
は
ま
だ
見
頃
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
伊
佐
の
春
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
！

総人口　26,442 人　  （－       75）
　男　　12,270 人　  （－       36）
　女　　14,172 人　  （－       39）
世帯数　13,555 世帯  （－       16）
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　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

５
月
号
の

　

プ
レ
ゼ
ン
ト

め
っ
き
り
出
か
け
な
く
な
っ
た
母
が
、
新
聞
の

チ
ラ
シ
を
見
て
「
買
い
物
に
行
こ
う
か
」
と
言
う

の
で
す
。
母
の
体
調
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

せ
っ
か
く
な
の
で
母
の
行
き
た
い
所
へ
行
こ
う
と

決
め
ま
し
た
。
遠
出
と
い
っ
て
も
え
び
の
ま
で
で

し
た
が
、
お
店
に
着
き
、
カ
ー
ト
を
押
し
色
々
見

て
回
り
ま
し
た
。
昼
食
は
買
っ
た
お
弁
当
を
食
べ
、

思
い
思
い
の
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
帰
り
の

車
中
は
会
話
が
弾
み
ま
す
。
小
春
日
和
の
一
日
で

し
た
。
そ
の
夜
は
母
も
ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
よ
う
で

す
。　
　
　
（
本
城　

ほ
か
さ
ん
と
い
て　

60
代
）

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
無
人
販
売
所
と
直
売
所

め
ぐ
り
で
す
！

新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
が
低
価
格
で
買
え
る
有

り
難
さ
！
無
人
販
売
が
で
き
る
の
は
ず
っ
と
昔
か

ら
目
に
見
え
な
い
信
用
と
信
頼
が
あ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
か
ら
な
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
地
元
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
ね
♡

原
田
の
ネ
ギ
と
メ
ダ
カ
の
み
販
売
の
と
こ
ろ
や

青
木
の
旧
農
協
近
く
で
は
レ
シ
ピ
や
袋
ま
で
置
い

て
あ
り
ま
す
。　
（
田
中　

き
り
ん
さ
ん　

20
代
）

昨
年
妹
が
結
婚
し
、
伊
佐
市
へ
と
お
嫁
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
伊
佐
の
美
味
し
い
も
の
お
裾

分
け
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
！
美
味
し
い
で
す
ね
ー
少

し
ず
つ
食
を
制
覇
し
て
お
り
ま
す
。

（
鹿
児
島
市　

ソ
ラ
ト
ン　

30
代
）

今
は
、
亡
き
悦
子
さ
ん
。
今
年
の
干
支
ひ
な
ま

つ
り
も
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
終
わ
り
ま
す
。
３

月
９
日
貴
女
の
お
誕
生
日
に
は
、
バ
ー
ス
デ
ー
ケ

ー
キ
や
、
お
花
・
好
物
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
届
け

て
く
だ
さ
る
友
人
の
方
々
と
お
祝
い
し
ま
し
た
よ
。

聴
こ
え
た
で
し
ょ
う
。
見
え
た
で
し
ょ
う
。
今
日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
よ
。
こ
こ
に
も
貴
女
の

想
い
や
教
え
が
し
っ
か
り
根
づ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
貴
女
の
行
動
を
思
い
出
し
な
が
ら
地
域

を
愛
し
て
い
き
ま
す
。
貴
女
の
人
財
か
ら
の
つ
な

が
り
に
感
謝
で
す
。　
　
（
針
持　

悠
遊　

70
代
）

ソ
ラ
ト
ン
さ
ん
、
伊
佐
は
美
味
し
い
も
の
で
溢

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
お
か
げ
で
私
は
立
派
な
体
に

な
り
そ
う
で
す
。２本ドレッシング（200ml）

やる気母ちゃんの里


